
浅
舞
の
ケ
ヤ
キ

浅
舞
の
ケ
ヤ
キ

【平鹿地域】【平鹿地域】

市報

目次

情報information
●お知らせ
●いどばたプラザ

目次

●NEWS東西南北
地域の話題地域の話題
●NEWS東西南北

読者の声読者の声
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思えば遠くへ来たもんだ思えば遠くへ来たもんだ
●山形麗子さん（増田）●山形麗子さん（増田）

●鈴木節子さん（大雄）●鈴木節子さん（大雄）

22

巧（たくみ）巧（たくみ） 23

●浅舞のケヤキ（平鹿）●浅舞のケヤキ（平鹿）
横手遺産横手遺産 24
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行政情報便行政情報便
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●お知らせ
●いどばたプラザ

じ だ い つ な わ れ し ほ う
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県
指
定
天
然
記
念
物

県
指
定
天
然
記
念
物
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「アンケート調査結果報告」「アンケート調査結果報告」

●組織機構の見直し
●農業委員選挙結果
　　　　　　　　ほか

●組織機構の見直し
●農業委員選挙結果
　　　　　　　　ほか
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平
鹿
地
域
浅
舞
地
区

感
恩
講
保
育

園
の
敷
地
に
そ
び
え
立
つ
ケ
ヤ
キ
の
巨

樹

樹
齢
５
０
０
年
を
超
え

「
槻
の

木
」
の
愛
称
で
老
若
男
女
か
ら
親
し
ま

れ
て
い
る
こ
の
木
は

江
戸
時
代
後
期

の
菅
江
真
澄
の
著
書
『
雪
の
出
羽
路
』

に
も
登
場
し

平
鹿
の
シ
ン
ボ
ル
と
な

て
い
ま
す

　

県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
昭

和
43
年
当
時
に
は
幹
囲
８
・
３

樹

高
35

枝
張
り
30

も
あ
り
ま
し
た

が

現
在
は
老
木
の
た
め
樹
高
は
25

ほ
ど

昭
和
63
年
か
ら
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
「
槻
の
木
光
の
フ

ン
タ
ジ

」

で
は

鉄
パ
イ
プ
で
約
40

の
や
ぐ
ら

を
組
み

約
５
千
個
の
電
球
で
飾
ら
れ

往
古
の
高
さ
を
取
り
戻
し
た
巨
大
ツ
リ

に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す

　

平
鹿
地
域
浅
舞
地
区

感
恩
講
保
育

園
の
敷
地
に
そ
び
え
立
つ
ケ
ヤ
キ
の
巨

樹

樹
齢
５
０
０
年
を
超
え

「
槻
の

木
」
の
愛
称
で
老
若
男
女
か
ら
親
し
ま

れ
て
い
る
こ
の
木
は

江
戸
時
代
後
期

の
菅
江
真
澄
の
著
書
『
雪
の
出
羽
路
』

に
も
登
場
し

平
鹿
の
シ
ン
ボ
ル
と
な

て
い
ま
す

　

県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
昭

和
43
年
当
時
に
は
幹
囲
８
・
３

樹

高
35

枝
張
り
30

も
あ
り
ま
し
た

が

現
在
は
老
木
の
た
め
樹
高
は
25

ほ
ど

昭
和
63
年
か
ら
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
「
槻
の
木
光
の
フ

ン
タ
ジ

」

で
は

鉄
パ
イ
プ
で
約
40

の
や
ぐ
ら

を
組
み

約
５
千
個
の
電
球
で
飾
ら
れ

往
古
の
高
さ
を
取
り
戻
し
た
巨
大
ツ
リ

に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す

笑顔で新年度
新年度を迎え、笑顔で元気いっぱいな
ますだ保育園の園児たち

笑顔で新年度笑顔で新年度
新年度を迎え、笑顔で元気いっぱいな
ますだ保育園の園児たち

㍍㍍㍍

㍍㍍㍍

㍍㍍㍍

㍍㍍㍍

㍍㍍㍍
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■
横
手
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ト
調
査
結
果
報
告

　

市
で
は

平
成
18
年
度
か
ら
10
年
間
の
市
政
運
営
の

基
本
指
針
と
な
る「
横
手
市
総
合
計
画
」策
定
の
準
備
を

進
め
て
い
ま
す

去
る
２
月

市
民
の
要
望
・
意
見
を

把
握
し

総
合
計
画
策
定
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
す
る

こ
と
を
目
的
に
「
横
手
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
ア

ン
ケ

ト
調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た

　

こ
の
調
査
は

20
歳
以
上
の
市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象

と
し
て
無
作
為
に
抽
出
を
行
い

１
万
人
の
方
々
に
調

査
へ
の
協
力
を
お
願
い
し

４

０
３
４
人
（
40
・
３

％
）
の
方
か
ら
回
答
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

　

こ
の
た
び
ア
ン
ケ

ト
調
査
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
の
で

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

市
民
が
望
む

横
手
市
の
将
来
像

あなたの性別は？

男性の回答率が45.1％、
女性が54.7％と女性の回
答者数が多い結果となっ
ています。

60代の回答率が26.1％でも
っとも多く、次いで50代
が22.5％、40代が21.1％。
全体的には、ほぼバラン
スの取れた年齢構成とな
っています。

　市の現状について、満足度の高い順に「上水道の整
備」26.3％、「消防・防災体制の充実度」21.1％、「衛生
環境の充実度」18.5％となっています。
　一方、不満な項目としては、「新たな地域産業の振興」
43.9％、「道路網の整備」41.2％、「商業の振興」40.9％、
が上位となっています。

配付数がもっとも多い横
手の割合が36.4％を占め、
次いで、平鹿、十文字、
雄物川、増田、大森、大
雄、山内の順となってい
ます。

問

あなたの年齢は？問

あなたの
お住まいの地域は？問

次の事柄について、現在の横手市をどのように評価
していますか問

市の現状について

45.1％
男性

12.9％
20代

36.4％
横手

7.7％
増田

13.4％
平鹿11.7％

雄物川

12.8％

6.1％

十文字

大雄
4.3％山内

7.4％大森

17.3％
30代

21.1％
40代

22.5％
50代

26.1％
60代

54.7％
女性

0.2％不明

0.2％不明

0.1％不明

70.9 2.3

65.0 2.6

59.9 2.2

56.3 2.2

49.0 2.8

67.9 3.5

67.7 2.4

61.7 2.1

69.7 2.2

46.4 1.8

57.5 2.5

59.2 4.2

73.6 2.3

61.5 1.9

71.4 4.0

64.3 2.7

65.3 3.8

69.0 5.1

71.2 5.5

59.8 5.3

64.3 5.0

56.8 4.8

51.4 4.6

55.4 3.6

48.9 4.9

70.0 4.2

74.8 4.0

75.8 4.2

70.0 3.7

71.7 4.7

66.5 4.4

70.6 4.2

市民の満足度（市の現状）

9.5 17.2自然・歴史的環境の保全と活用について

6.9 25.5住宅・住環境の整備について

15.7 22.2公園・緑地の整備について

26.3 15.2上水道の整備について

15.1 33.1下水道等の整備について

11.2 17.3治山・治水の推進について

21.1 8.7消防・防災体制の充実度

18.5 17.8衛生環境の充実度

11.8 16.4交通安全・防犯対策の推進について

10.7 41.2道路網の整備について

8.0 32.0公共交通機関の整備について

9.5 27.0地域情報化の推進について

15.4 8.7保健活動・健康づくりの推進について

15.6 21.1医療体制の充実度

9.5 15.1地域福祉の向上について

12.1 20.8高齢者福祉の充実度

7.5 23.3児童福祉の充実度

6.8 19.1障害者(児)福祉の充実度

7.2 16.1母子(父子)福祉の充実度

4.4 30.5低所得者福祉の充実度

4.1 26.5農林業の振興について

2.9 35.5工業の振興について

3.0 40.9商業の振興について

7.0 34.0観光の振興について

2.4 43.9新たな地域産業の振興について

8.0 17.9学校教育の充実度

9.0 12.2生涯学習の推進について

8.1 11.9地域文化の振興について

9.8 16.4スポーツ・レクリエーションの振興について

5.5 18.0男女共同参画社会づくりの推進について

4.7 24.3連携・交流の推進について

4.1 21.1市民との協働・活動支援について

（％）満足 まあまあ 不満 未記入

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
回
答
率
は
40
・
３
％
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市
政
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

あ
な
た
が
希
望
す
る
「
横
手
市
の
将
来
像
」
に
つ
い
て

あ
な
た
は

市
政
に
関
心
を

持

て
い
ま
す
か

問
あ
な
た
は

意
見
や
要
望
を
市
に
伝
え
た
い
場
合

ど
う
し
ま
す
か

問

あ
な
た
は

市
の
情
報
を
主
に

ど
こ
か
ら
得
て
い
ま
す
か

問

横
手
市
が
今
後

特
に
具
体
的
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き

と
思
う
施
策
は
何
で
す
か
【
複
数
選
択
３
つ
】

問
横
手
市
が
目
指
す
べ
き
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
を
お
選
び
く
だ
さ
い【
複
数
選
択
３
つ
】

問

非常に関心がある

まあまあ関心がある

あまり関心がない

全く関心がない

無回答

21.2％

54.5％

21.0％

 2.7％

 0.6％

「非常に関心がある」と「まあまあ関心がある」を合わせ
た、市政に関心がある方が75.6％と多くを占めていま

市の情報を「市報よこて（地域局版含）」から得ている方
が全体の８割を占めています。

市に意見・要望等を伝える手段としては「市の担当課へ
直接行くか電話をする」が全体の半数を占めています。

「市報よこて」（地域局版含）
横手市ホームページ
市議会議員や公選委員、職員など市政
運営に関わりのある人

市発行のチラシや回覧
その他

80.1％
 2.8％
 3.7％
10.3％
 1.1％

無回答  1.9％

 1.0％

 7.8％

17.8％

50.3％

 1.5％

 9.7％

 6.4％

4.6％

9.2％

5.0％

7.1％

5.1％

13.6％

5.3％

1.4％

1.7％

2.3％

1.3％

15.8％

5.3％

2.0％

12.8％

2.2％

0.2％

3.2％

 3.1％

 2.5％

17.4％

8.2％

4.5％

25.0％

3.1％

2.8％

17.9％

7.5％

0.5％

4.3％

8.8％

市が開催する会議等で話す

地区会議や町内会、自治会の会
議に参加し発言する

町内会、自治会の役員に頼む

市の担当課へ直接行くか電話をする

陳情や請願をする

市議会議員に頼む

その他

無回答

「市長への手紙」などを出す

若者の定住の促進と安定した就労の場の創造により雇用促進を図る。

選　　択　　肢 比　率
【雇用促進】

地域の恵まれた自然環境資源を生かした新たな産業の創造を図る。
【未来型産業の育成】

住民が心身ともに健やかに暮らせる地域を目指して、保健・福祉・医療の各
分野における連携強化を図り、ライフステージに応じた総合的・一体的サー
ビスの提供と地域包括ケアの推進を図る。

【保健・福祉・医療の総合的・一体的整備】

安全な農産物の供給基地形成を図り、消費者が安心できる農産物の生産等を
図る。

【農林業振興】

男女や老若の別、障害の有無など、さまざまに異なる立場にある人々がその
違いを認め合うことで、それぞれの権利を尊重しながら、個々の能力を十分
に発揮できる生きがいのある社会構築を図る。

【男女共同参画推進など】

豊かで多彩な自然環境や雪との共生を図り、地域資源・観光資源の保全･活
用を図る。

【雪との共生・地域資源活用】

インターネット等を活用した双方向行政サービスや携帯電話通話エリア拡大
などの基盤整備とＩＴ基礎技能習得のためのサポート体制整備を図る。

【地域情報化の推進】

伝統的な地域文化の振興を通じ文化財の保存と継承を図り、世代間交流の活
性化と市全域の一体感の醸成を図る。

【地域文化振興と交流の活性化】

次世代の社会を担う子どもが健やかに生まれ育つ環境整備を図る。

その他

無回答

【次世代育成支援】

0 50 100

0 50 100

0 50 100

あ
な
た
は

ま
ち
づ
く
り
の
主
体
を
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か

■
ア
ン
ケ

ト
調
査
結
果
に
つ
い
て
は

後
日

市
の
ホ

ム
ペ

ジ（http://w
w
w
.ci ty .yokote.lg.jp/

）に
掲
載
い
た
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い

問
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で

新
た
な
行
政
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に

今
後
ど
の
よ
う
な
市
政
運
営
を
期
待
し
ま
す
か

問

今後の市政運営について、「『市民との協働』を進め、行政コストを
できるだけ抑え、行政サービスの水準や負担は維持するべきであ
る」が65.3％で半分以上を占めています。

まちづくりについて、「市民と行政の役割分担を定め、市民参加を進
めながら協働で行うべき」が74.6％でもっとも多く、次いで「まちづ
くりは市民が主体で行うことがよい」が10.6％となっています。

取
り
組
む
べ
き
具
体
的
重
点
的
施
策
と

し
て
「
雇
用
促
進
」が
25
・
０
％
で
も

と
も
多
く

次
い
で
「
次
世
代
育
成
支

援
」
が
17
・
９
％
と
な

て
い
ま
す

※
地
域
別
集
計
の
結
果
で
も
同
様
の
順

位
と
な

て
い
ま
す

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

行財政基盤を強化し、行政サービスが充実したまち

福祉施策を充実し、誰もが主体的な人生を送れるまち

住民提案が施策に反映できるシステムが確立された、双方向自治のまち

農産物等のブランドを守り育て、地域間競争に勝つ食糧基地としてのまち

教育環境が整い教育と人材育成が充実した文化の薫るまち

企業誘致や起業支援などの一体的な取り組みにより、働く場所があるまち

商工業の振興により、活気に満ちた経済・製造のまち

地域資源を活用した体験型観光のまち

社会資本が整備され暮らしやすいまち

資源循環や自然保護に取り組む環境にやさしいまち

史跡や文化財、伝統などを大切にするまち

保健・医療・福祉施設が充実し健康で安心して暮らせるまち

交通事故や災害、犯罪のない安全なまち

街並みが美しい都市景観に優れたまち

除雪体制や流雪溝などが整備され、雪に強いまち

公共施設の利用を促進し多様な生涯学習に挑戦できるまち

その他

無回答

6.0％

13.3％

65.3％

10.5％

10.6％
 7.2％

74.6％

 6.1％
 0.6％
 0.9％

まちづくりは市民が主体で行うことがよい
まちづくりは行政が主体となって行うべき
市民と行政の役割分担を定め、市民参加を
進めながら協働で行うべき
わからない

その他
無回答

2.0％
2.9％

10.6％
7.2％

74.6％

6.1％

0.6％ 0.9％

 6.0％

13.3％

65.3％

10.5％
 2.9％
 2.0％

行政サービスの水準を多少下げてでも、負担増は控え
るべきである
「市民との協働」を進め、行政コストをできるだけ抑え、
行政サービスの水準や負担は維持するべきである

行政サービスの現状維持や水準の高い行政サービスの
提供を受けるためには、今以上の負担もやむを得ない

わからない

その他
無回答

〔横手市の将来像〕 比　率

1.7％市内であれば、いつでも、どこでも、だれでも高速通信が利用でき、ユビキ
タス社会（高度情報化社会）の恩恵を受けることができるまち

「保健・医療・福祉施設が充実し健康で安心して暮らせるまち」が15.8％でもっとも多く、次いで、「企業誘
致や起業支援などの一体的な取り組みにより、働く場所があるまち」が13.6％となっています。
今回のアンケートでは、多くの市民の皆さんにご回答いただき、非常に有意義な調査となりました。
市では、今回の結果をより良い市政運営に反映していきます。ご協力ありがとうございました。
【問い合せ先】横手市総務企画部企画課:政策調整担当(　35－2164）
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市の組織・機構を再編
新市の一体感の醸成・均衡ある市民サービスの提供を目指し
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　市では、４月１日付けで組織・機構の見直しと人
事異動を行いました。
　新市として初めての通年業務となる平成18年度。
さらなる一体感の醸成と均衡ある市民サービスの提
供、サービスの充実を目指し、組織及び機構の見直
しを図ったものです。
　以下、主な見直しの内容と職員体制についてお知
らせします。

　市では、４月１日付けで組織・機構の見直しと人
事異動を行いました。
　新市として初めての通年業務となる平成18年度。
さらなる一体感の醸成と均衡ある市民サービスの提
供、サービスの充実を目指し、組織及び機構の見直
しを図ったものです。
　以下、主な見直しの内容と職員体制についてお知
らせします。
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●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

紹介は課長級以上とさせて
いただきます。

市の職員体制
国
保
年
金
課
長

通
所
授
産
施
設
長

特
別
養
護
老
人
ホ

ム
い
き
い
き
の
郷

施
設
長

養
護
老
人
ホ

ム
ひ
ら
か
荘
施
設
長

特
別
養
護
老
人
ホ

ム
雄
水
苑
施
設
長

特
別
養
護
老
人
ホ

ム
白
寿
園
施
設
長

特
別
養
護
老
人
ホ

ム
憩
寿
園
施
設
長

特
別
養
護
老
人
ホ

ム
鶴
寿
苑
施
設
長

大
和
更
生
園
長

介
護
老
人
保
健
施
設
老
健
お
お
も
り
事

務
長

東
部
環
境
保
全
セ
ン
タ

所
長

西
部
環
境
保
全
セ
ン
タ

所
長

南
部
環
境
保
全
セ
ン
タ

所
長

横
手
衛
生
セ
ン
タ

所
長

雄
物
川
衛
生
セ
ン
タ

所
長

健
康
の
駅
推
進
室
主
幹（
横
手
地
域

局
管
内
）

総
務
企
画
部

産
業
経
済
部

教
育
委
員
会

会
計
課

地
域
局

議
会
事
務
局

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

監
査
委
員
事
務
局

農
業
委
員
会
事
務
局

上
下
水
道
部

建
設
部

福
祉
環
境
部

財
務
部

【
十
文
字
庁
舎
】

組
織
・
機
構
の
見
直
し

組
織・機
構
の
新
設
拡
充

人
員
の
配
置
人
事
交
流

福
祉
事
務
所
長

次
長
兼
保
健
衛
生
課
長

次
長
兼
社
会
福
祉
課
長

子
育
て
支
援
課
長

高
齢
ふ
れ
あ
い
課
長

消防署及び市立横
手病院、市立大森
病院の体制につい
ては、次号でお知
らせします。

建設部・上下水道部の
組織が見直されました
　本庁と地域局との役割分担を
明確にし、本庁機能の拡充を図
りました。具体的には、下記の
通りです。
　なお、現場での即時対応や相
談活動については、これまで通
り地域局があたります。

・工事や設計など
　の技術的な部門
　を担当します

・これまでの通り、
　市民からの個別
　相談や現場での
　即時対応などを
　担当します。

本　庁

地域局
※建設課を地域維
　持課に名称変更

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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冬
フォトコンテスト
横手

2006

数
々
の
秀
作
に

横
手
の
魅
力
再
発
見

■応募総数192点
■最優秀賞に高橋寿さん、五十嵐邦彦さん

平成17年度
増田町観光写真コンテスト

【落日】　高橋　寿

【
師
走
の
頃
】五
十
嵐
邦
彦

最優秀賞の「憩いのひととき」

　

横
手
市
の
魅
力
を
広
く
知

て
も

ら
お
う
と
「
冬
」
を
題
材
に
作
品
を

募

た
「
横
手
フ

ト
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
０
６
冬
」
の
審
査
会
が
こ
の
ほ

ど
行
わ
れ

風
景
部
門

イ
ベ
ン
ト

部
門
合
わ
せ
て
22
点
の
入
賞
作
品
が

決
ま
り
ま
し
た

　

今
回
が
初
め
て
の
開
催
と
な
る
コ

ン
テ
ス
ト
に
は
県
内
外
か
ら
70
人

１
９
２
点
の
応
募
が
あ
り

風
景
部

門
で
は

高
橋
寿
さ
ん
（
湯
沢
市
）

の
「
落
日
」
が

イ
ベ
ン
ト
部
門
で

は

五
十
嵐
邦
彦
さ
ん
（
雄
物
川
）

の
「
師
走
の
頃
」
が

そ
れ
ぞ
れ
最

優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た

【
風
景
部
門
】
（
敬
称
略
）

▽
優
秀
賞

「
異
次
元
の
冬
」（
加
藤

　

勝
義
・
増
田
）
「
雪
花
城
」（
小

　

田
嶋
清
美
・
横
手
）

▽
入
選

石
川
勘
左
衛
門
（
湯
沢
市
）

　

佐
々
木
茂
（
大
仙
市
）

佐
藤
勇

　
（
平
鹿
）

▽
佳
作

伊
藤
昭
雄
（
横
手
）

渡

　

部
善
一
（
横
手
）

加
賀
谷
良
助

　
（
横
手
）
山
口
ゆ
う
こ（
秋
田
市
）

　

加
藤
勝
義
（
増
田
）

【
イ
ベ
ン
ト
部
門
】
（
敬
称
略
）

▽
優
秀
賞

「
暖
か
な
灯
に
つ
つ
ま

　

れ
て
」
（
高
橋
隆
一
・
横
手
）

　
「
少
女
」
（
津
川
博
光
・
東
京
都
）

▽
入
選

寺
田
芳
雄
（
横
手
）

下

　

澤
良
男
（
美
郷
町
）

高
山
憲
男

　
（
横
手
）

▽
佳
作

高
橋
信
夫
（
羽
後
町
）

　

渡
部
善
一
（
横
手
）

中
賢
一
郎

　
（
福
岡
県
）
佐
藤
祐
昂
（
平
鹿
）

　

大
友
忠
四
郎
（
大
仙
市
）

　

入
賞
作
品
は

４
月
17
日
か
ら
26

日
ま
で
か
ま
く
ら
館
（
中
央
町
）
に

４
月
28
日
か
ら
５
月
７
日
ま
で
ま
ん

が
美
術
館
（
増
田
町
）
に
展
示
さ
れ

そ
の
後

各
地
域
局
に
展
示
さ
れ
る

予
定
で
す

ま
た

市
の
ホ

ム
ペ

ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

■
フ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
第
２
弾
募
集

　

春
か
ら
秋
に
か
け
て
の
行
事

風

景
等
を
撮
影
し
た
作
品
を
募
集
し
ま

す

詳
し
く
は

17
ペ

ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

皆瀬川白鳥飛来地（十文字地域志摩地区）から
望む夕日と鳥海山。

冬の風物詩となっている山内地域名産の「いぶりが
っこ」づくり。
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真
人
公
園（
増
田
）

横
手
公
園（
横
手
）

大
森
公
園（
大
森
）

梨
木
公
園（
十
文
字
）

横手さくら名所案内春風に誘われて

■
よ
こ
て
桜
ま
つ
り

　

会
期　

４
月
21
日（
金
）
４
月
30
日（
日
）

　

会
場　

横
手
公
園

■
大
森
公
園
さ
く
ら
ま
つ
り

　

会
期　

４
月
22
日（
土
）
５
月
７
日（
日
）

　

会
場　

大
森
公
園

■真人公園さくらまつり
　会期　４月21日（金）～５月５日（金）
　会場　真人公園
　「全国さくら名所100選」に指定され、県内屈
指の桜の名所として知られる真人公園。期間
中は「名物たらいこぎ競争」をはじめ、たく
さんのイベントで皆さんのご来園をお待ちし
ています。

　

横
手
城
と
桜
の
調
和
が
見
事

な
横
手
公
園

穏
や
か
な
日
差

し
と
香
し
い
風
が
悠
久
の
時
の

流
れ
を
感
じ
さ
せ
ま
す

■
主
な
イ
ベ
ン
ト

　

４
月
22
日　

フ

ン
タ
ジ

　

ク
ラ
イ
ト
シ

　

４
月
29
日　

さ
く
ら
の
宴

　

５
月
３
日　

観
桜
駅
伝
競
走

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

■主なイベント
　４月23日　三平そば早食い競争
　４月29日　名物たらいこぎ競争　など

■問い合わせ先
　増田町観光協会（　45－5515）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

横
手
市
商
工
会
議
所
・
桜
ま

　

つ
り
委
員
会
事
務
局

　
（　

３
２

１
１
７
０
）

■梨木公園
　ぼんぼり点灯
　４月15日（土）～５月７日（日）
　会場　梨木公園

　梨木公園は道路沿いにある美しい公園で、
桜の開花時期には池全体を囲むように約70
本の桜が咲き誇ります。また、４月下旬か
ら５月初めにかけて、桜とともに優雅に泳
ぐ約70尾ほどのこいのぼりを楽しむことが
できます。

■問い合わせ先
　十文字地域局・産業振興課（　42－5116）

　

古
城
跡
に
あ
る
大
森
公
園
は

東
北
の
吉
野
山
と
も
い
わ
れ
る

桜
の
名
所
で

秋
田
三
十
景
に

も
選
ば
れ
て
い
ま
す

■
主
な
イ
ベ
ン
ト

　

４
月
22
日　

ぼ
ん
ぼ
り
点
灯

　

４
月
29
日　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

　

ル
フ
大
会

　

５
月
６
日　

ゲ

ト
ボ

ル

　

親
善
大
会　
　
　
　
　

な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先

　

大
森
町
観
光
協
会

　
（　

２
６

２
１
１
７
）

　増田町観光協会が主催した「平成17

年度増田町観光写真コンテスト」の審
査が行われ、応募総数114点の中から、
杉本昭一さん（湯沢市）の「憩いのひと
とき」が最優秀賞に選出されました。
　なお、その他の入選者については市
ホームページに掲載してありますので
ご覧ください。

イ
ベ
ン
ト
部
門
最
優
秀
賞

風景部門最優秀賞



農業委員会委員一般選挙結果
第１回農業委員会総会開催

農政を担う
委員決まる

●
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
結
果

●
会
長
に

瀬
髙

氏

会
長
職
務
代
理
者
に
近
江
氏

　

●農業委員会委員一般選挙選挙結果

●農業団体から推薦された委員

※農業団体からの推薦とは？

佐々木　善一　氏

佐々木　正男　氏

吉田　茂　氏

辻田　與五郎　氏

松下　昭治　氏

岡根　弘幸　氏

小棚木　昭彦　氏

高橋　幸子　氏

石沢　英夫　氏

石川　義春　氏

丹　健一　氏

佐々木　茂晴　氏

佐藤　仁　氏

斉藤　繁　氏

丹波　賢太郎　氏

佐々木　義信　氏

田口　元　氏

佐々木喜太郎　氏

佐藤　義雄　氏

飯野　正和　氏

菅原　一太郎　氏

佐藤　誠一　氏

橋髙 　昭　氏

岩谷　寛　氏

平良木　保　氏

橋　幹夫　氏

近江谷　久雄　氏

菊谷　篤　氏

鎌田　進　氏

松井　長助　氏

橋髙 髙 　輝男　氏
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猿橋　幸之助　氏

菅原　孝一　氏佐藤　修一　氏

小松　 義髙髙 　氏 齋藤　和夫　氏橋　茂　氏

渡邉　良一　氏

小西　倉之助　氏

藤原　博　氏

播磨　利光　氏

瀬髙 　俊作　氏

佐藤　久夫　氏

近江　清廣　氏
　

任
期
満
了
に
伴
う
横
手
市
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選

挙
が
３
月
19
日
に
告
示
さ
れ
横
手
選
挙
区
で
８
人（
定

数
７
人
）

雄
物
川
選
挙
区
で
９
人（
定
数
７
人
）が
立

候
補

公
選
に
よ
る
定
数
を
超
え
た
た
め

３
月
26
日

に
投
票
が
行
わ
れ

横
手
地
域
局
と
雄
物
川
地
域
局
で

即
日
開
票
さ
れ
ま
し
た

　

な
お

増
田（
定
数
３
人
）
平
鹿（
定
数
７
人
）
大

森（
定
数
５
人
）
十
文
字（
定
数
５
人
）
山
内
（
定
数

２
人
）

大
雄（
定
数
４
人
）の
選
挙
区
で
は
公
選
に
よ

る
定
数
を
超
え
な
か

た
た
め

無
投
票
で
の
当
選
と

な
り
ま
し
た

４
月
３
日

公
選
に
よ
る
委
員
40
人
と
農
業
団
体
か

ら
推
薦
さ
れ
た
委
員
４
人
が
出
席
し

第
１
回
横
手
市

農
業
委
員
会
総
会
が
浅
舞
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た

　

総
会
で
は

会
長
と
会
長
職
務
代
理
者
の
互
選
が
行

わ
れ

委
員
か
ら
の
推
薦
に
よ
り

会
長
に

瀬
俊
作

氏（
横
手
）が

会
長
職
務
代
理
者
に
は

近
江
清
廣
氏

（
雄
物
川
）が
選
任
さ
れ

横
手
市
農
業
委
員
会
が
新
体

制
で
ス
タ

ト
し
ま
し
た

橋　輝男
松井　長助
鎌田　進
瀬　俊作
菊谷　篤
近江谷　久雄
橋

髙

髙

髙 　幹夫
鶴田　和夫

平良木　保
佐藤　久夫
岩谷　寛

橋髙 　昭
佐藤　誠一
菅原　一太郎
飯野　正和
佐藤　義雄
佐々木　喜太郎
藤原　博

近江　清廣
吉田　茂
辻田　與五郎
播磨　利光
佐々木　善一
佐々木　正男
渡邉　良一
佐藤　洋一
高橋　良昭

田口　元
佐々木　義信
丹波　賢太郎
斉藤　繁
佐藤　仁

佐々木　茂晴
丹　健一
齋藤　和夫
菅原　孝一
石川　義春

橋高 　幸子
石沢　英夫

小棚木　昭彦
小松 義髙
松下　昭治
岡根　弘幸

677.551
658
494
454
368
305
276.448
226

674
644
625
380
306.019
299.98
264
238
220

当
当
当
当
当
当
当

当
当
当

当
当
当
当
当
当
当

当
当
当
当
当
当
当

当
当
当
当
当

当
当
当
当
当

当
当

当
当
当
当

得票数
【横手選挙区】
有権者数　6,165人　投票者数　3,475人
投 票 率　56.37％

定数７

【雄物川選挙区】
有権者数　5,368人　投票者数　3,676人
投 票 率　68.48％

定数７

【増田選挙区】 定数３（無投票）

【平鹿選挙区】 定数７（無投票）

【大森選挙区】 定数５（無投票）

【十文字選挙区】 定数５（無投票）

【山内選挙区】 定数２（無投票）

【大雄選挙区】 定数４（無投票）

氏　　　名

猿橋　幸之助
小西　倉之助
橋髙 　茂
佐藤　修一

　農業委員会には、農家の代表機関の組織および運営の確立を図るため、農業団体から
委員各１名を選任することが法律によって規定されています。

平鹿農業共済組合
おものがわ農業協同組合
土地改良区（管内土地改良区より選任）
秋田ふるさと農業協同組合

推薦団体名

横手
雄物川
雄物川
十文字

地域名氏　　　名
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街からあなたへ～行政情報便～

●児童手当の支給を受けるには？
　　児童手当は、養育者から認定請求の手続きが必要となります。各地域局福祉保健課へ認定
　　請求書を提出してください。
　　請求書の他に「健康保険被保険者証等の写」「所得証明書」など必要に応じて添付書類を提出
　　していただくことがあります。
　　所得制限により児童手当を受けていない方は、所得制限の引き上げに伴い受給できる場合
　　がありますので、認定請求の手続きが必要となります。
　＜新規に請求する方＞
　・対象者には認定請求書を送付しますので、各地域局福祉保健課へ提出してください。平成
　　18年９月30日まで受付けたものに限り、特例的に4月1日までさかのぼって支給されます。
　　（注意：９月に請求した場合、事務処理上、10月の支払に間に合わない場合がありますの
　　で、早めに提出してください）
　＜児童手当を現在受けている方＞
　・６月に「現況届」、５・６年生のお子さんもいる場合は「額改定認定請求書」を送付しますの
　　で、各地域局福祉保健課へ提出してください。

　いよいよ来年は国体の年です。秋田県では46年ぶりの開催となる第
62回国民体育大会。今年の兵庫国体からは、夏季大会と秋季大会が一
本化され、まさに国内最大級のスポーツイベントの開催になります。
　ここ横手市でも4競技が行われ、選手をはじめ全国から多くの方々
が訪れます。
　国体は人との出会い、ふれあいのチャンスがいっぱいです！　そし
て競技を間近で観戦できる絶好のチャンスです！
　「国体だより」では、今後、横手市で開催される競技内容などを紹
介していきます。

　現在、小学校３年生修了前のお子さんを養育している方に支給されている児童手当が、
小学校６年生修了前までに拡大され、所得制限も引き上げられます。

軟式野球（一般Ｂ）
平成19年９月30日（日）
　　　～10月３日（水）
会場：平鹿野球場
　　　大森野球場
　　　スタジアム大雄

バレーボール（少年男女）
平成19年10月５日（金）
　　　～10月８日（月）
会場：横手体育館
　　　雄物川体育館
　　　増田体育館

■国体に関する問合せは
　総務企画部国体推進事務局
　（平鹿庁舎内）　　35-2171

～国体だより～

児童手当が小学校６年生修了前まで拡大されます児童手当が小学校６年生修了前まで拡大されます

ホッケー（成年男女）
平成19年９月30日（日）
　　　～10月４日（木）
会場：十文字陸上競技場

ボウリング（少年男女）
　　　　　（成年男女）
平成19年９月30日（日）
　　　～10月４日（木）
会場：台由ボウル

No.1

★

★

★

改正前

対象年齢

支 給 額

支払時期

改正後

小学校第３学年修了前
（９歳到達後最初の年度末）

第１子・２子　　5,000円（月額）
第３子以降　   10,000円（月額）

２月・６月・10月 ２月・６月・10月

第１子・２子　　5,000円（月額）
第３子以降　   10,000円（月額）

小学校修了前
（12歳到達後最初の年度末）

※平成６年４月２日以降に生まれた児童

※支給額、支払時期は変わりません。

子
育
て

現在、児童手当等を受けていますか？

小学校４年生修了前の
お子さんだけですか？

「現況届」
を提出してください
（６月30日まで）

「額改定認定請求書」
「現況届」

を提出してください
（６月30日まで）

「認定請求書」
を提出してください
（９月30日まで）

　市民の皆さんのご意見、ご提案をこ
れからの市政に反映させるため、市長
が直接お話を伺います。
■対象者
　横手市民または横手市内の会社や学
　校に通勤あるいは通学されている方
■日　時（月１回開催）
　４月27日（木）午後１時30分～３時
　※１人あたり15分まで（定員６人）
■場　所
　市役所本庁南庁舎応接室
　（旧横手平鹿広域交流センター）
■申込方法
　４月24日（月）までに、電話・ファク
　ス・メールのいずれかで、氏名・住
　所・連絡先・お話の内容をお知らせ
　ください

■申込み・問合せ
　市総務企画部秘書広報課秘書担当
　　35-2111内線1033　　35-2221
　Eメール＝hisho@city.yokote.lg.jp

のお知らせ市長面会日次回の

注意：平成18年10月１日以降の請求については、請求した月の翌月分からの支給
　　　となります。

はい いいえ

はい
いいえ
　小学校５・６年生
　　の児童もいます

■問合せ　◇福祉環境部　子育て支援課（大森庁舎内）　　26-2113
　　　　　◇各地域局福祉保健課（公務員は勤務先へ）
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国体に向け料理界の名工が提案
■創作料理ＤＥおもてなし（横手）
　３月26日、地元の食材を使用した創作料理の試食会が秋
田ふるさと村で開催され、そのレシピが参加者に披露され
ました。これは、来年の秋田わか杉国体・わか杉大会に訪
れる県外客をもてなす際に役立ててもらおうと、上畑温泉
さわらびの総料理長で平成15年に現代の名工に選ばれた山
本省三さんの監修により行われたもの。提案された料理は、
発芽玄米と牛肉のしゃぶしゃぶや秋茄子のそうめんなど、
計４品。参加者は「身近な食材がアイデア次第で変身する
んですね」と感心した様子で舌鼓を打っていました。

　３月23日、十文字文化センターにおいて、春休みの子ど
もたちを対象とした特別企画「わんぱくデー」が開催され、
十文字地域の小・中学生約100人が参加しました。
　この催しは、各種体験を通じて児童・生徒の豊かな心を
育み、地域みんなで交流を深めることを目的に開催された
もの。参加した子どもたちは、おはなしぽぽポの皆さんに
よるおはなし会や地元のマジック名人・藤原英樹さんによ
るマジックショーを楽しんだり、茶道やアイス作り、エア
ロビクスなどを体験しながら楽しい一日を過ごしました。

　３月26日、大雄交流研修館「ふれあいホール」において、
大雄生涯学習発表会が開催され、大雄地域をはじめ、市内
で活動している39組の団体が踊りや歌など、日ごろ練習し
た成果を披露しました。
　この発表会は、大雄公民館と大雄地区生涯学習奨励員協
議会が主催し恒例となっている行事で今回で27回目の開催。
それぞれの団体が趣向を凝らしたステージ発表が披露され、
開催を待ちわびて会場に訪れたたくさんの観客から盛んな
拍手が贈られていました。

試食後は、山本さんが「温かい人情でもてなそう」と講演

トロンボーンの演奏に聞き入る
■ひらか荘で演奏会（平鹿）
　４月３日、養護老人ホームひらか荘で、よこてニューフ
ィールドトロンボーンアンサンブルの藤原優さん、柴田和
弥さん、柿崎雄太さん、佐藤久富さんが演奏会を行いまし
た。このグループは、平鹿中学校吹奏楽部のＯＢ６人が、
進学などで地域を離れた２年前に結成。地域の皆さんとの
ふれあいや関わりを無くしたくないと、春休みを利用して、
老人ホームや児童施設などで演奏会を行っています。入所
者の皆さんは「普段は生の演奏を聴く機会が無いので、来
てくれてとても嬉しい」と話していました。

演奏された懐かしいメロディーに聞き入る皆さん

新体制に決意新た
■スポーツ少年団交流会（大森）
　３月21日、大森地域でバスケットボールや野球などのス
ポーツ少年団に入団している団員の交流会が大森体育館で
行われました。
　これは、地域内のスポーツ少年団の交流と親睦を図るこ
とを目的として毎年行われているもので、この日は卒業に
より退団する６年生も含め約160人の団員が参加。チーム別
に分かれての綱引きやジャンボ縄跳びなどで心地よい汗を
流し、４月からの新チーム結成に向け、気持ちを新たにし
ていました。

チーム別に分かれての綱引きで汗を流す団員

深雪は「天然の冷蔵庫」
■「雪室」で日本酒を貯蔵（増田）
　３月23日、昔ながらの「雪室」づくりが増田地域のふる
さと公園（上畑温泉さわらび隣り）内で行われ、日本酒を貯
蔵する作業が行われました。
　雪室には、地元産の吟醸酒や純米酒など一升瓶（1.8 ）
換算で約500本のお酒を貯蔵。小型ロータリー除雪車で約
70 の雪を覆いかぶせ雪室を完成させました。雪室内の温
度は２～３度と一定に保たれることから、通常のものに比
べまろやかに仕上がるとのこと。関係者は、「貯蔵した酒
は６月中旬に掘り出したい」と話しています。　

新酒の入ったケースを雪室に運び込む作業員

事故なく無事帰るように
■新入学児童に交通安全マスコット（雄物川）
　雄物川町商工会女性部（大庭喜美子部長、会員32人）が、
雄物川地域の小学校の新入学児童83人に交通安全マスコッ
トを贈りました。このマスコットは、事故なく無事帰るよ
うにとの願いを込め、カエルの顔を模して会員が手作りし
たもので「お詣りの街　ご利益マスコット」のひとつです。
４月７日、福地小学校で行われた贈呈式で大庭部長は「皆
さんを守ってほしいとの願いを込めて作りました。交通ル
ールを守って事故にあわないようにしてください」とあい
さつ。児童たちは、ありがとうと笑顔を見せていました。

児童一人ひとりにマスコットが配られました

職人の技を家庭でも
■和菓子作り講習会（山内）
　職人を講師に迎えて和菓子作りを学ぶ講習会がこのほど、
山内公民館を会場に３回の日程で行われ、受講者の皆さん
は、いちご大福や桜もちなど、おなじみの和菓子６種類の
作り方を学びました。
　ケーキなどの洋菓子と違い、普段は作る機会の少ない和
菓子。受講者のほとんどが「和菓子は買って食べるけれど
も、自分で作るのは初めて」という方ばかりでしたが、職
人の技を少しでも身につけ家庭でも披露しようと、真剣な
表情で取り組んでいました。

講師は、菓子店「あん庵」の和菓子職人、小林清さん

みんなで体験、楽しいね！
■元気に遊ぼう！「わんぱくデー」（十文字）

マジックショーに見入る子どもたち

熱演に拍手喝采
■第27回大雄生涯学習発表会（大雄）

ハーモニカの涼やかな音色が鳴り響く

ゆ き む ろ
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お
し
ら
せ

催　

し

自然や景観を大切に!

㈰野焼き（ごみ焼き）はやめて！
　　ごみを屋外で燃やすのは法律で禁止されて
　います。小型簡易焼却炉を使う場合も、一定
　の規格や構造基準を満たしていなければ焼却
　することはできません。
㈪不法投棄は犯罪です!
　　「誰かがあなたを見ています」ポイ捨てや
　不法投棄はやめましょう。悪質な犯罪として、
　パトロールなどの対策も強化しています。

㈫犬の散歩マナーを守って！
　　犬を散歩させる場合は、フンの後始末などをきちんとし、みん
　なが利用する道路や河川敷、公園などを大切にしましょう。
㈬油漏れ事故に注意！
　　自宅の灯油用ホームタンクの配管に、腐食やひび割れはありま
　せんか。ポリ容器に給油する際も場所を絶対離れず、油の流失事
　故防止に努めましょう。

■問い合わせや相談は
　市福祉環境部環境課（大雄庁舎内）　35-2184
　または各地域局市民生活課環境防災担当へ
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０

　

秋
田
県
作
業
療
法
士
会
で
は

県

民
の
皆
さ
ん
の
保
健
・
医
療
・
福
祉
の

発
展
に
貢
献
す
る
た
め

学
会
の
一

般
公
開
を
実
施
し
ま
す

テ

マ
は

「
人
の
生
涯
に
わ
た
る
発
達
と
作
業

療
法
」
東
北
福
祉
大
学
の
木
村
進
先

生
に
よ
る
特
別
講
演
も
あ
り
ま
す

■
期
日　

４
月
23
日（
日
）午
前
８
時

　

50
分
開
会

■
場
所　

秋
田
拠
点
セ
ン
タ

ア
ル

　

ヴ

２
階
秋
田
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

　

多
目
的
ホ

ル
（
秋
田
駅
東
口
）

■
内
容

　

指
定
演
題
発
表
（
発
達
障
害
領

　
　

域
か
ら
の
報
告

精
神
障
害
領

　
　

域
か
ら
の
報
告

身
体
障
害
領

　
　

域
か
ら
の
報
告
）

　

特
別
講
演
「
障
害
を
も

て
い

　
　

る
人
の
心
理
過
程
と
生
涯
発
達
」

■
問
合
せ　

秋
田
県
作
業
療
法
士
会

　

事
業
部

　
　

０
１
８
―
８
８
４
―
６
５
３
４

　　

雄
物
川
温
泉
え
が
お
の
丘
で
は
水

泳
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す

年
齢

や
目
標
に
応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
コ

ス
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で

お

気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

■
コ

ス　

　

○
学
童
コ

ス（
小
学
生
）

　

○
成
人
コ

ス
（
ク
ロ

ル
↓
背

　
　

泳
ぎ
↓
平
泳
ぎ
↓
バ
タ
フ
ラ
イ

　
　

の
レ
ベ
ル
ア

プ
コ

ス
）

　

○
レ
デ

ス
コ

ス（
18
歳
以
上
）

　

○
シ
ル
バ

コ

ス（
50
歳
以
上
）

　

○
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
コ

ス（
18
歳
以
上
）

　

○
プ

ル
浴
コ

ス（
40
歳
以
上
）

　

○
エ
ン
ジ

イ
・
ア
ク
ア
コ

ス

　
　
（
50
歳
以
上
）

■
申
込
み　

雄
物
川
温
泉　

え
が
お

　

の
丘　

２
２
―
２
２
２
１

　

仕
事
を
し
て
い
る
方
を
対
象
と
し

た
講
習
会
で
す

　

○
エ
ク
セ
ル
関
数
活
用
編
講
習

　
　

５
月
９
日（
火
）
10
日（
水
）

　

○
Ｎ
Ｃ
旋
盤
加
工
編
講
習

　
　

５
月
11
日（
木
）
12
日（
金
）　

　

○
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
加
工
編
講
習

　
　

５
月
17
日（
水
）
18
日（
木
）

■
時
間　

午
前
９
時

午
後
４
時

■
場
所　

大
曲
技
術
専
門
校

■
受
講
料　

無
料

■
申
込
み　

大
曲
技
術
専
門
校　

民

　

間
訓
練
事
務
室

　
　

０
１
８
７
―
６
２
―
６
３
２
１

講
習 

講
座

■表彰
　最優秀賞　１点　賞金50,000円
　優 秀 賞　２点　賞金30,000円
　入　　賞　５点　賞金20,000円
　奨 励 賞　10点　賞金　5,000円
■応募先
　㈰〒019-0792　横手市増田町増田字土肥館173

　　　　　　　　横手市役所産業経済部観光物産課　
　㈪横手市役所各地域局産業振興課商工観光担当
　㈫横手平鹿写真材料店（写真組合・市内13店舗）
　㈬富士フィルムイメージングカラープリント取扱い店
　※応募方法等、詳しくは備え付けの応募要領をご覧の
　　うえ、お申し込みください
■応募締切
　平成18年12月15日（金）必着
■問合せ
　市産業経済部観光物産課（増田庁舎内）
　「横手市フォトコンテスト」事務局　45-5519

フォトコンテストフォトコンテスト
横手市横手市

横手市の春・
夏・秋の風景、
またはイベントを
題材とした写真作品を
募集します。応募作品は、
観光パンフレットやポスター
等の素材として、横手市の紹
介や宣伝に活用されます。

　

横
手
駅
前
地
区
（
駅
前
町

寿
町

の
一
部
）
の
市
街
地
再
開
発
事
業
に

関
す
る
都
市
計
画
（
高
度
利
用
地
区
・

第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
）
を
決

定
す
る
た
め
に

関
係
図
書
を
お
見

せ
し
ま
す

■
期
間　

４
月
26
日（
水
）
５
月
９

　

日（
火
）

■
場
所　

市
建
設
部
都
市
計
画
課（
十

　

文
字
庁
舎
内
）ま
た
は
横
手
地
域
局

　

地
域
維
持
課（
土
日
・
祝
日
は
両
庁

　

舎
日
直
窓
口
）

■
問
合
せ　

市
建
設
部
都
市
計
画
課

　

開
発
調
整
担
当

　
　

４
２
―
５
１
１
７

　

ご
家
庭
の
水
道
メ

タ

の
使
用

期
限
は
法
律
に
よ
り
８
年
と
定
め
ら

れ
て
お
り

期
限
内
の
交
換
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す

期
限
切
れ
と

な
る
メ

タ

に
つ
い
て
は

今
月

か
ら
11
月
に
か
け
て
交
換
作
業
を
行

い
ま
す

対
象
と
な
る
方
に
は
事
前

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
が

市
が
委
託

し
た
水
道
工
事
事
業
者
が
お
伺
い
し

た
際
に
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

な
お

交
換
に
あ
た

て
費
用
は

か
か
り
ま
せ
ん
が

交
換
以
外
の
修

理
な
ど
の
必
要
が
あ
る
場
合
は

別

途
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い

■
問
合
せ　

市
上
下
水
道
部
水
道
業

　

務
課
（
横
手
庁
舎
内
）

　
　

３
２
―
２
７
５
８

　

次
に
該
当
す
る
事
業
所
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
は
県
へ
の
届
出
が
必
要
で

し
た
が

４
月
か
ら
は
市
に
届
出
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た

　

今
後

工
事
を
予
定
さ
れ
て
い
る

事
業
所
は

原
則
と
し
て
工
事
開
始

予
定
日
の
90
日
以
上
前
に
届
出
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す

こ
の
場
合

緑
地
面
積
等
の
確
保
や
生
産
施
設
面

積
の
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で

詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
　

■
該
当
業
種　

製
造
業

電
気
供
給

　

業

ガ
ス
供
給
業

熱
供
給
業

■
該
当
要
件　

次
の
い
ず
れ
か
に
該

　

当
す
る
工
場
等
を
新
設
ま
た
は
変

　

更
し
よ
う
と
す
る
場
合

　

敷
地
面
積
が
９
０
０
０　

以
上

　

建
築
物
の
建
築
面
積
の
合
計
が

　
　

３
０
０
０　

以
上

■
問
合
せ　

市
産
業
経
済
部
商
工
労

　

働
課
工
業
振
興
担
当（
増
田
庁
舎
内
）

　
　

４
５
―
５
５
１
６

　

秋
田
県
で
は

町
内
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

老
人
ク
ラ
ブ
等
の
地
域
住
民
団
体
が

取
り
組
む
防
犯
・
防
災
活
動
に
対
し

て

15
万
円
を
上
限
と
し
て
支
援
す

る
助
成
金
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す

対
象
と
な
る
活
動
や
申
し
込
み
方
法

等

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

■
申
込
期
限　

５
月
19
日（
金
）消
印

　

有
効

■
問
合
せ　

秋
田
県
県
民
文
化
政
策

　

課
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
チ

ム

　
　

０
１
８
―
８
６
０
―
１
５
２
２

 

石
坂
洋
次
郎
文
学
記
念
館
と
後
三

年
の
役
金
沢
資
料
館
は

ゴ

ル
デ

ン
ウ

ク
中
の
４
月
29
日
か
ら
５

月
７
日
ま
で
の
間

休
ま
ず
開
館
し

ま
す

■
開
館
時
間　

午
前
９
時

午
後
５

　

時（
入
館
は
４
時
30
分
ま
で
）

■
問
合
せ　

石
坂
洋
次
郎
文
学
記
念
館

　

に
つ
い
て
は
市
生
涯
学
習
課（
雄
物

　

川
庁
舎
内
）　

２
２
―
２
１
５
５

　

後
三
年
の
役
金
沢
資
料
館
に
つ
い
て

　

は
市
文
化
財
保
護
課（
旧
蛭
野
小
学

　

校
内
）　

２
４
―
３
４
８
０

　

国
道
13
号
雄
勝
ト
ン
ネ
ル
か
ら
旧

西
仙
北
町
大
佐
沢
公
園
ま
で

全
長

90　

の
一
斉
ク
リ

ン
ア

プ
を
実

施
し
ま
す

私
た
ち
の
手
で
美
し
い

街
を
作
り
ま
し

う

■
日
時　

４
月
16
日（
日
）午
前
８
時

　

集
合（
終
了
次
第
解
散
）

■
問
合
せ　

明
る
い
社
会
づ
く
り
運

　

動
秋
田
県
南
ブ
ロ

ク
協
議
会

　

実
施
事
務
局　

３
３
―
６
６
０
４

期
限
切
れ
水
道
メ

タ

の

交
換
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ご
活
用
く
だ
さ
い「
安
全
・
安
心

ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
助
成
金
」

ゴ

ル
デ
ン
ウ

ク
期
間

臨
時
開
館
の
お
知
ら
せ

第
19
回　

国
道
13
号

一
斉
ク
リ

ン
ア

プ

ま
ち
の
魅
力
を
再
発
見

半
日
観
光
を
開
催
し
ま
す

か
ま
く
ら
押
し
花
倶
楽
部

「
押
し
花
展
・
花
絵
展
」

第
15
回

秋
田
作
業
療
法
学
会
一
般
公
開

え
が
お
の
丘
水
泳
教
室

新
規
会
員
を
募
集

工
場
立
地
法
に
よ
る

届
出
に
関
す
る
お
知
ら
せ

南
部
シ
ル
バ

エ
リ
ア

営
業
時
間
変
更
の
お
知
ら
せ

大
曲
技
術
専
門
校

県
・
能
力
向
上
コ

ス
講
習
会



Yokote City Public Relations 2006.4.15 18Yokote City Public Relations 2006.4.1519

市民主催の催し等をお知らせするコーナーです

かまくら館 つかえる英語講座
アメリカ人講師による講座。受講生によるフリー
トーキングもあります。見学、再受講大歓迎。
日　時●４月25日（火）、５月９日（火）午後7時～９時
場　所●かまくら館
受講料●１回1,000円（初回無料）
問合せ●若林さん　32-0077

市民の皆さんからの「いどばたプラザ」への情報提供をお待ちして
います。各種催しの参加者募集などにご活用ください。

　

ボ
デ

ポ
テ
ン
シ

ル
と
は

人

間
が
持
つ
潜
在
的
な
能
力
を
目
覚
め

さ
せ

身
体
の
機
能
回
復
・
改
善
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
健
康
運
動

で
す

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

■
日
時　

４
月
21
日（
金
）午
前
10
時

　

12
時

■
場
所　

コ
ミ

ニ
テ

ハ
ウ
ス

　

ね
・
ま

れ
（
十
文
字
駅
前
通
り

　

旧
こ
ま
つ
呉
服
店
）

■
講
師　

金
澤
直
子
先
生

■
参
加
料　

無
料

■
問
合
せ　

コ
ミ

ニ
テ

ハ
ウ
ス

「
ね
・
ま

れ
」　

４
２
―
５
３
２
０

　

平
成
20
年
に
秋
田
県
を
会
場
に
開

催
さ
れ
る
全
国
植
樹
祭
を
前
に

苗

木
を
育
て
て
い
た
だ
く
「
苗
木
の
ホ

ム
ス
テ

」
を
実
施
し
ま
す

こ

れ
は

参
加
者
１
人
に
つ
き
２
本
の

苗
木
と
必
要
な
資
材
を
配
布
し

育

て
て
い
た
だ
い
た
後
に

そ
の
う
ち

１
本
を
植
樹
祭
用
に
提
供
し
て
い
た

だ
く
と
い
う
も
の
で
す

■
参
加
資
格　

各
種
団
体

事
業
所

　

等（
個
人
で
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
）

■
配
布
本
数　

計
４
０
０
０
本（
１

　

団
体
2
0
０
本
を
上
限
と
し

申

　

込
多
数
の
場
合
抽
選
に
よ
り
決
定
）

■
申
込
期
限　

４
月
28
日（
金
）ま
で

■
申
込
方
法　

秋
田
県
平
鹿
地
域
振

　

興
局
森
づ
く
り
推
進
課
か
市
役
所

　

各
地
域
局
産
業
振
興
課
に
あ
る
申

　

込
書
に
記
入
し
て

郵
送
か
フ

　

ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

■
申
込
先　

秋
田
県
農
林
水
産
部
全

　

国
植
樹
祭
推
進
室
「
苗
木
の
ホ

　

ム
ス
テ

」
係

　
　

０
１
８
―
８
６
０
―
１
７
５
１

　

※
詳
し
く
は
ホ

ム
ペ

ジ
を
ご

　
　

覧
く
だ
さ
い
（http://w

w
w
.

　
　

pref.akita.jp/zenshoku/

　
　

index.htm
l

）

　

市
福
祉
事
務
所
で
は

毎
月
第
３

木
曜
日
に
精
神
保
健
福
祉
相
談
を
実

施
し

こ
こ
ろ
の
悩
み
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す

一
人
で
悩
ま
ず

ま

ず
は
専
門
家
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

■
時
間　

午
後
２
時

４
時

■
場
所　

横
手
地
域
局
福
祉
保
健
課

　

内
相
談
室

■
申
込
み　

市
福
祉
事
務
所
社
会
福

　

祉
課
（
大
森
庁
舎
内
）

　
　

２
６
―
２
１
１
２

歌の好きな人集まれ！ 思いっきり歌声喫茶
僕のクラリネット、てんとう虫のサンバほか数曲
を予定。参加希望の方はご予約ください。
日　時●５月11日（木）午後7時開演
場　所●レストラン煉瓦屋（寿町）
参加費●1,000円（軽食付き）
問合せ●レストラン煉瓦屋　33-2811

訂
正
と
お
詫
び

　

市
報
よ
こ
て
４
月
１
日
号
30

ペ

ジ
で
「
人
と
愛
犬
の
た
め

の
教
室
」
の
開
催
日
時
が
抜
け

て
お
り
ま
し
た
開
催
日
時
は

「
毎
月
第
２
・
第
４
土
曜
日
午
後

２
時
か
ら
４
時
」
で
す

　

ま
た

先
に
市
農
業
委
員
会

が
発
行
し
た
平
成
18
年
春
の
農

作
業
標
準
料
金
表
で

問
い
合

わ
せ
電
話
番
号
「
３
２
―
２
１

７
２
」
と
あ
る
の
は
「
３
５
―

２
１
７
２
」
の
誤
り
で
し
た

　

関
係
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び

い
た
し
ま
す

横手ハングル研究会「初級韓国語講座」
韓国人講師による講座です。ハングル文字の読み
書きや簡単な日常会話を中心に基礎から学びます。
期　日●５月から８月までの毎週水曜日（午後２時～４時）
場　所●県南部男女共同参画センター（定員10人）
受講料●月2,500円（初回のみテキスト代2,000円）
申込先●県南部男女共同参画センター　33-7018　
　　　　（４月21日午前10時から申し込み開始）

トレ コンアモーレ「母の日コンサート」
普段、言葉にできない「お母さん、ありがとう」の
一言を音楽にのせて伝えるコンサートです。
日　時●５月14日（日）午後２時開演
場　所●かまくら館
入場料●前売2,000円（複数購入割引あり）
　　　　当日2,500円
問合せ●荻田さん　32-9438

恒例の俳句大会を開催します。
日　時●
　　　　
場　所●さかえ館
参加費●
問合せ●横手かまくら吟社事務局 山崎さん
　　　　　32-6324

パーキンソン病患者さんのためのフラワーアレンジメント教室
日　時●５月28日（日）午後１時から
場　所●かまくら館（定員先着20人）
受講料●無料
持ち物●花切りハサミまたは料理用ハサミ
申込期限●５月12日（金）
申込先●日本イーライリリー(株)渡辺さん
　　　　　022-712-8060

相　

談

募　

集

市立横手病院
職員募集のお知らせ

■職　　種　看護師
■採用人数　２名程度
■採用年月日　平成18年６月１日以降の予定
■応募資格　・看護師免許を有する方
　　　　　　・昭和56年４月２日以降に生まれた方
　　　　　　・通勤に支障のない範囲に居住できる方
■試験期日　５月13日（土）、14日（日）
■試験場所　市立横手病院４階会議室
■申込期限　４月28日（金）必着
■申 込 み　〒013-8602横手市根岸町5-31
　　　　　　市立横手病院総務課　32-5001

　　　　　　　　　　　 　市教育委員会では、小・
　　　　　　　　　　　　中学校の教育活動の向上の
　　　　　　　　　　　　ため、ボランティアとして
　　　　　　　　　　　　登録し、お手伝いしてくだ
　　　　　　　　　　　　さる方を募集します。横手
　　　　　　　　　　　　市の将来を担う子どもたち
　　　　　　　　　　　　のために、ぜひ皆さんの力
　　　　　　　　　　　　をお貸しください。
■活動内容　㈰環境整備支援（図書整理、除草や除雪、
　　　　　　　植木の剪定、遊具の点検、校舎等の補
　　　　　　　修、校内外の美化など）
　　　　　　㈪教育活動支援（読み聞かせ、農作業指
　　　　　　　導、外国語指導、伝統芸能指導、部活
　　　　　　　指導、安全パトロールなど）
■登録期間　登録期間は、３月31日までとし、学校か
　　　　　　らの依頼があった際に活動していただき
　　　　　　ます
■応募資格　市内在住の高校生以上の方（免許、資格
　　　　　　の有無は問いません）
■応募方法　電話、ファクス、メール等でご連絡くだ
　　　　　　さい
■応 募 先　市教育委員会生涯学習課（雄物川庁舎内）
　　　　　　　22-2155　　 22-2116
　　　　　　ﾒｰﾙ：shogaigakushu@city.yokote.lg.jp

学校支援ボランティア募集！
～みんなの力で子どもたちを

支援しませんか～

「
ね
・
ま

れ
」
ボ
デ

ポ
テ
ン

シ

ル
ト
レ

ニ
ン
グ
体
験

育
て
よ
う
！
私
の
苗
木
「
苗
木
の

ホ

ム
ス
テ
イ
」
参
加
者
募
集

1
人
で
悩
ま
ず
相
談
を

「
精
神
保
健
福
祉
相
談
日
」

FA

４月24日（月）午前10時 30分開会
（投句受付は午前10時～10時40分）

2,500円（昼食、懇親会費含む）

横手かまくら吟社 第55回 観梅俳句大会
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このページは読者の皆
さんから寄せられた声
にふれあう場です。
いろいろな声をお寄せ
ください。

お手数ですが
50円切手を
お貼りください

0 1 3 8 6 0 1

POST CARD

◎ご希望のプレゼントを○で囲んでください

１．十文字ラーメン ２．外山製麺３食セット

◎ご氏名

◎ご住所

電話（　　　　）　　　－　　　　

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

◎年齢／　　　　歳　　　　　◎性別／　　男　・　女

フリガナ

PR
E
SE

N
T
S

PR
E
SE

N
T
S

P R
E
S E

N
T
S

PR
E
SE

N
T
S

PR
E
SE

N
T
S

P R
E
S E

N
T
S

お便りをくださった方の中から抽選で
横手市の特産品をプレゼントします。

市報よ
こて

たより
ふれあい
　語り合い
ふれあい
　語り合い

●外山十文字中華、やきそば、ざる中華セット（十文字）

十文字名産の外山十文字中
華、横手名物の横手やきそ
ば、わかめたっぷりシコシ
コ麺の十文字ざる中華。
１箱で３つの味が楽しめる
３食セットを５名様に。

横手市前郷字下三枚橋163

横手市役所
秘書広報課 行

※当選の発表は商品の発送をもって代えさせて
　いただきます
　【締め切りは平成18年5月8日（当日消印有効）】

●特別製造「十文字ラーメン」（十文字）

素材にこだわり、産地を
厳選。丁寧に作り上げた
うまみあるすっきりダシ
とじっくり熟成させた麺。
特別製造「十文字ラーメ
ン」３食入りを５名様に。

日本国秋田県横手市

154
2006

154
2006

たより

【提供】合名会社外山製麺工場
　　　　42-0080

【提供】林泉堂株式会社
　　　　42-5500

帰
路
の
雪
国
が
明
る
く
見
え
た

横
手　
「
雪
柳
」さ
ん　

75
歳

　

じ

と
豪
雪
に
耐
え

春
を
待

て
い
た
私

今
冬
は
２
度
の
脱
出
を

試
み
ま
し
た

こ
ま
ち
を
利
用
し
た

東
京
日
帰
り
旅
行
で
す

目
的
は
展

覧
会
や
舞
台
観
賞
で
す
が

便
利
な

世
の
中
に
生
き
て
い
る
こ
と
に
感
謝

し
な
が
ら
の
楽
し
い
ひ
と
時
で
し
た

ま
だ
75
歳

こ
れ
か
ら
も
前
向
き
に

楽
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
た
い
で
す

田
舎
に
生
き
る
喜
び
を
感
じ
な
が
ら

増
田　
「
Ｍ
・
Ｋ
」さ
ん　
52
歳

　

夫
が
事
故
で
障
害
者
と
な

た
こ

と
を
き

か
け
に
実
家
の
あ
る
増
田

町
に
引

越
し
て
以
来

３
度
の
冬

を
過
ご
し
ま
し
た

昨
年

今
年
と

大
雪
に
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
が

２
月

に
思
い
切

て
沖
縄
旅
行
を
し
ま
し

た

同
じ
日
本
と
は
思
え
な
い
暖
か

さ
に
気
持
ち
も
体
も
リ
フ
レ

シ

で
き
ま
し
た

田
舎
の
人
々
の
や
さ

し
さ
を
感
じ
な
が
ら

ま
た
頑
張

て
い
け
そ
う
で
す

横
手
を
自
慢
で
き
ま
し
た

横
手 

「
モ
コ
チ

ン
」さ
ん 

56
歳

　

今
冬

福
岡
の
姉
の
家
族
が
わ
が

家
に
来
た
の
で
す
が

あ
れ
ほ
ど
の

雪
を
見
る
の
は
初
め
て
で

小
学
生

の
孫
達
は
大
喜
び

甥
達
も
ス
ノ

ボ

ド
に
感
激
の
様
子

食
事
に
行

た
お
店
で「
九
州
か
ら
来
ま
し
た
」

と
言
う
と
「
ま
ん
ず
う
め

が
ら

こ
れ
食
え
！
」
と
ご
馳
走
し
て
く
れ

た
り
し
て

横
手
の
温
か
い
人
柄
に

触
れ
て
帰

て
い
き
ま
し
た

待
ち
遠
し
い
私
の
春

横
手　
「
御
嶽
山
」さ
ん　
41
歳

　

よ
う
や
く
雪
寄
せ
か
ら
も
開
放
さ

れ
ま
し
た

で
も

私
の
本
当
の
春

は
も
う
少
し
後
で
す

山
へ
行

て

山
菜
を
採
り

自
分
で
さ
ば
い
て
食

べ
る

舌
で
体
で
春
を
感
じ
る

春

だ
な

雪
解
け
か
ら
緑
が
見
え
る

ま
で
の
間
が
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す

　

ほ
か
に
も
「
横
手
を
離
れ
る
と
雪

が
恋
し
い
」
と
い
う
意
見
や

逆
に

「
や

ぱ
り
雪
が
な
い
方
が
楽
」
と

い
う
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す

い
ず
れ
に
し
て
も

例
年
よ
り
も
苦

し
め
ら
れ
た
分

い
ろ
い
ろ
考
え
さ

せ
て
く
れ
た
今
冬
の
豪
雪
で
し
た

こ
の
瞬
間
に「
生
き
て
い
る
！
」

横
手　

小
野
寺
み
ち
よ
さ
ん

　

毎
日
パ
ン
を
焼
い
て
い
ま
す

材

料
を
合
わ
せ

こ
ね
て
叩
い
て
一
次

発
酵

ベ
ン
チ
タ
イ
ム

二
次
発
酵

た
く
さ
ん
の
行
程
を
経
て
パ
ン
が
焼

き
あ
が
り
ま
す

丸
く
て
ち

ち

く
て
い
い
匂
い

窓
を
開
け
て
遠
く

の
山
々
を
眺
め

一
口
ほ
お
張
り
ま

す

そ
れ
は
生
き
て
い
る
こ
と
を
実

感
す
る
瞬
間
で
す

温
泉
に
行

た
つ
も
り
に

増
田 

「
い

ぱ
い
×
２
母
さ
ん
」さ
ん 

56
歳

　

息
子
か
ら
「
阿
仁
合
の
駅
内
温
泉

な
か
な
か
良
か

た
よ
」
と
聞
き

「
そ
う
い
え
ば
温
泉
な
ん
て
最
近
行

て
な
い
な
」
と
思
い

温
泉
に
行

た

と
い
う
話
は
よ
く
あ
り
ま

す
が
私
の
場
合
は
温
泉
の
も
と（
入

浴
剤
）で
行

た
つ
も
り
に
な
り
ま

し
た

息
子
よ

た
ま
に
は
親
に
も

温
泉
旅
行
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ろ

秋
田
県
民
の
ひ
と
り
と
し
て

横
手　
「
Ｍ
・
Ｋ
さ
ん
」　
44
歳

　

ふ
る
さ
と
村
で
開
催
さ
れ
た
「
ス

ギ

チ
ダ
ン
ス
ボ

カ
ル
オ

デ

シ

ン
」
に
行
き
ま
し
た

市
内
の

子
ど
も
達
が
あ
ま
り
に
も
少
な
く

ほ
と
ん
ど
が
市
外
か
ら
の
参
加
で
し

た

い
よ
い
よ
来
年
に
せ
ま

た
わ

か
杉
国
体

ど
ん
な
物
か
見
当
も
つ

き
ま
せ
ん
が

思
い
切

て
ボ
ラ
ン

テ

ア
に
挑
戦
し
て
み
よ
う
か
と
思

て
い
ま
す

勉
強
の
前
に
必
要
な
こ
と

雄
物
川 

「
も
も
ち

ん
」さ
ん 

51
歳

　

登
校
の
際
に「
お
は
よ
う
」の
あ
い

さ
つ
を
す
る
小
学
生
が
少
な
く
な

た
よ
う
に
思
い
ま
す

無
表
情
で
下

を
向
い
て
い
る
子
ど
も
を
見
る
と
悲

し
く
さ
え
な
り
ま
す

朝
の
あ
い
さ

つ
ひ
と
つ
で
一
日
が
決
ま
り
ま
す

勉
強
よ
り
も
何
よ
り
も

ま
ず
は
朝

の「
お
は
よ
う
」を
教
え
て
あ
げ
た
い

も
の
で
す

き
れ
い
な
郷
土 

住
み
よ
い
街
に

横
手 

「
春
の
そ
よ
風
」さ
ん 

50
代

　

ふ
る
さ
と
村
の
近
く
に
住
ん
で
い

ま
す
が

道
に
捨
て
ら
れ
た
ご
み
の

多
さ
に
驚
い
て
い
ま
す

拾

て
く

れ
る
方
も
見
か
け
ま
す
が

私
の
心

が
け
が
悪
い
の
か

拾
い
集
め
る
事

さ
え
い
い
気
持
ち
が
し
な
い
ほ
ど
で

す

捨
て
る
人
が
い
な
け
れ
ば
拾
わ

な
く
て
も
い
い
で
す
よ
ね

長
寿
の
喜
び増田　

大
類
ア
ヤ
子
さ
ん

　

農
家
に
生
ま
れ
育
ち

農
家
に
嫁

ぎ

若
い
時
は
働
く
事
で
精
一
杯
で

し
た
が

60
歳
な

て
初
め
て
趣
味

の
時
間
が
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た

今
で
は
８
市
町
村
が
合
併
し

ほ
か
の
地
域
の
方
が
学
ん
で
い
る
事

も
市
報
に
よ

て
幅
広
く
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す

お
年
寄
り
の
介
護
支

援
も
充
実
し
て
い
る
様
で

安
心
し

て
い
る
現
在
で
す

自
分
と
し
て
は

常
に
心
身
と
も
に
ボ
ケ
な
い
よ
う
に

気
を
配
り

一
日
一
日
を
大
切
に
過

ご
し
た
い
と
心
が
け
て
い
ま
す

世

代
の
進
歩
と
明
る
く
生
き
る
余
生
を

希
望
し
ま
す

ペ

ト
を
飼
う
人
の
心
が
け

横
手　
「
ネ
コ
マ
マ
」さ
ん

　

市
報
の
記
事
に

旧
火
葬
場
を
ペ

ト
用
に
利
用
し
よ
う
と
い
う
案
が

あ
り
ま
し
た

わ
が
家
で
も
ネ
コ
を

飼

て
い
る
の
で

そ
う
い
う
場
所

が
あ
れ
ば
と
て
も
う
れ
し
い
で
す

実
現
で
き
れ
ば
い
い
で
す
ね

ペ

ト
を
飼

て
い
る
家
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す

マ
ナ

を
守
り

ま
わ
り

の
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し

た
い
も
の
で
す

私
も
思
え
ば
遠
く
へ
・・・

横
手 

「
老
後
が
楽
し
い
毎
日
で
す
」さ
ん 

69
歳

　

市
報
「
思
え
ば
遠
く
へ
来
た
も
ん

だ
」
を
読
み

昔
住
ん
で
い
た
近
所

の
方
が
横
手
市
内
に
引
越
し
て
い
る

こ
と
に
驚
き
ま
し
た

早
速

連
絡

先
を
調
べ
て
互
い
に
会
う
機
会
を
望

む
毎
日
で
す

長
い
人
生
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら

十
文
字 

「
ま
ゆ
吉
」さ
ん 

40
歳

　

私
も
40
歳
に
な
り

白
髪
が
ぽ
つ

り
ぽ
つ
り
と
老
化
の
サ
イ
ン

市
報

の
特
集
「
新
サ

ビ
ス
」
に
関
心
を

持

て
読
み

介
護
予
防
と
自
立
支

援
が
あ
る
事

心
強
く
な
り
ま
し
た

年
を
と

て
も

か
わ
い
い
お
ば
あ

ち

ん
と
言
わ
れ
た
い
し

自
分
の

人
生
大
い
に
楽
し
み
た
い
で
す

居
場
所
が
あ
れ
ば

横
手　

「
Ａ
・
Ｔ
」さ
ん　
38
歳

　

先
日
行
わ
れ
た
不
登
校
・
ひ
き
こ

も
り
へ
の
支
援
相
談
の
会
議
に
参
加

し

い
ろ
い
ろ
な
相
談
機
関
の
存
在

を
知
り
ま
し
た

広
い
秋
田
県

広

い
横
手
市
で
は

ど
こ
に
相
談
し
た

ら
よ
い
か
迷

て
し
ま
い
ま
す

悩

み
が
深
く
な
る
前
に

は
じ
め
の
ひ

と
言
が
相
談
で
き
る
「
居
場
所
」
を

知

て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す

「
読
者
の
声
」に
苦
情
の
掲
載
を

大
森　
「
Ｎ
・
Ｓ
さ
ん
」　
41
歳

　

読
者
の
声
は
評
判
が
よ
い
よ
う
で

す
が

苦
情
も
あ
る
は
ず
で
す

そ

れ
に
答
え
る
欄
も
加
え
て
い
た
だ
け

れ
ば
万
全
で
す

　

た
く
さ
ん
の
お
便
り
を
い
た
だ
き

市
報
が
い
か
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
頼

り
に
さ
れ
て
い
る
か
を
実
感
し
て
い

ま
す

い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
つ
い

て
は

関
係
す
る
部
署
と
連
携
を
図

り
な
が
ら

市
報
に
掲
載
す
る
も
の

と
直
接
回
答
す
る
も
の
と
を
判
断
し

て
い
ま
す

移
動
販
売
の
母
か
ら
メ

セ

ジ

平
鹿「
吉
田
城
址
の
杉
の
祠
の
Ｋ
・
Ｔ
さ
ん
」
73
歳

　

夏
の
暑
い
日
も

猛
吹
雪
の
日
も

背
中
を
丸
め
て
未
舗
装
の
仁
坂
街
道

を
横
手
へ
と
急
ぐ
母
「
こ
ん
な
日
は

休
ん
だ
ら
」と
言
う
と「
約
束
だ
か
ら
」

と
リ
ヤ
カ

を
引
く
今
「
私
達
も

横
手
市
に
な

た
よ
」と
言
え
ば
あ

の
世
の
母
か
ら「
ま
ん
ず
い
が

た

な
あ
の
人
こ
の
人
世
話
に
な

た

も
の
な
あ
」と
メ

セ

ジ
が
届
き

そ
う

幼
い
頃
か
ら
縁
の
あ
る
わ
れ

ら
の
横
手
市
よ
永
遠
に
栄
あ
れ
！
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たくみ
TAKUMI

昭和24年、大雄村生まれ。
昭和47年に、後に柏建設
を営むこととなる賢一さ
んと結婚。会社設立から
３年後の平成８年に造園
部門を立ち上げ、昨年５
月からは、窓辺にモデル
ガーデンを眺めるレスト
ラン「蓮」を、長女・香
織さんとともに経営する。
１級造園施工管理技能士。

鈴木節子さん（57歳・大雄）

グリーンコーディネイターＫＡＳＩＷＡ
株式会社柏建設【其の六】

　生活に彩りを添え、家族のふれ
あいの場となる「庭」を創造する
グリーンコーディネイター。一般
に、造園またはガーデニングと一
口に言っても、その目的や形は実
に多種多様である。
　「時には、外部の視界を遮断す
るのも庭の役目。現場を見た瞬間
にイメージが沸いてくる」
　後回しにされがちだった庭も家
の一部とする巧にとっては、そこ
にあるすべての物が素材。お客様
の希望に応えるため、花・木・岩
の表情を生かしたトータルデザイ
ンを提案する。そして、その感性
の確かさは口コミで広まっている。
　「テーマは和み。何となく心がさ
みしく感じる今の時代だからこそ、
ゆとりを庭という空間に託す。造
園業は力ではなく、気持ちと技術」
　女性であるという理由で、仕入
れ先で悔しい思いをしたこともあ
るという。「マニュアルどおりで
はつまらないし、同じものは二度
と作らない。目指すのは、地元の
風土に合った私ならではの作品で
すね」と語る姿から、女性らしい
心配りとこだわりが伝わってきた。

曲線で癒しの空間を演出

No.6

◎お便りをお寄せください。

◆
「
こ
の
漢
字
の
読
み
か
た

は
？
」
最
近
こ
の
手
の
ク
イ

ズ
番
組
を
よ
く
見
か
け
ま
す

職
務
柄

多
少
自
身
有
り
風

に
ク
イ
ズ
に
参
加

わ
か

り
ま
せ
ん

パ
ソ
コ
ン
漬
け

の
毎
日

あ
た
り
前
で
す
ね

そ
こ
で
つ
い
に
秘
密
兵
器
を

購
入

脳
年
齢
を
20
代
に
戻

し
ま
す
　
　
　
　
　
（
卓
）

◆
ま
た
ひ
と
つ
年
齢
を
重
ね

大
台
ま
で
あ
と
１
年
と
な

た

取
材
で
出
会

た
人
の

数
を
数
え
る
指
が
足
り
な
い

が

今
年
も
多
く
の
人
に
出

会
い

多
く
の
こ
と
に
気
付

か
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う

他

人
事
の
よ
う
だ
が

１
年
後

の
自
分
が
ど
う
変
わ

て
い

る
か
楽
し
み
だ
　
（
孝
春
）

　市報よこてでは、市内業者の皆さんへ「読者プレ
ゼント」へのご協賛をお願いしています。
　横手市内にあるたくさんの特産品や名産品を市報
を通して市民の皆さんに知っていただくと共に、市
内全世帯に配布される広報紙を活用した商品の宣伝
に、ぜひ市報よこてをご活用ください。
■連絡先　秘書広報課：広報広聴担当（　35－2162）

◆
春
は
物
入
り

入
所

入

学

誕
生
日
×
２

歓
送
迎

会
等
々

気
付
く
と
財
布
は

空

ぽ

気
を
取
り
直
し

て
取
材
に
出
か
け
る
が

花

粉
症
の
私
は

目
が
か
ゆ
く

て

鼻
水
が
止
ま
ら
な
い

天
気
が
良
い
ほ
ど

憂
鬱
な

日
々

元
気
な
子
ど
も
た
ち

を
見
習
わ
な
い
と
（
克
彦
）

◆
新
年
度
に
な
り

人
事
異

動
に
よ
る
新
た
な
出
会
い
や

別
れ
な
ど
人
と
人
が
行
き
交

う
日
々
で
す

お
世
話
に
な

た
方
々
と
の
別
れ
に
は
寂

し
さ
が
募
り
ま
す
が

ま
た

新
た
な
人
た
ち
と
出
会
え
た

こ
と
に
喜
び
を
感
じ
ま
す

今
年
度
も
活
力
あ
る
１
年
に

し
た
い
で
す
ね
（
小
百
合
）

編
集
後
記

編
集
後
記

読者プレゼントにご協力を

山
形
麗
子
さ
ん（
50
歳
）

増
田
地
域

沖縄県那覇市出身。夫、子３人、
義父、義母の７人家族。

　

山
形
さ
ん
は

沖
縄
県
那
覇
市
出
身

仕
事
で
那
覇
市
を
訪
れ
て
い
た
夫
の
友

春
さ
ん
と
知
り
合
い
結
婚

数
年
の
沖

縄
生
活
の
後

友
春
さ
ん
の
両
親
の
住

む
増
田
町
に
や

て
き
ま
し
た

　

「
子
ど
も
の
た
め
に
も

自
然
豊
か

な
秋
田
で
暮
ら
す
の
が
良
い
と
判
断
し

ま
し
た

若
か

た
の
で

寒
さ
も
苦

に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
し

沖
縄
で
は

そ
れ
ほ
ど
感
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か

た
四
季
の
移
り
変
わ
り
を
実
感
で
き
ま

し
た
」
と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す

　

秋
田
に
来
て
か
ら
は
子
育
て
に
追
わ

れ
る
日
々
で
し
た
が
「
地
元
の
人
と
の

交
流
の
場
を
も

た
ほ
う
が
い
い
」
と

友
春
さ
ん
の
勧
め
で
増
田
町
の
マ
マ
さ

ん
バ
レ

ボ

ル
チ

ム
に
入
部

以

来

そ
の
気
さ
く
な
人
柄
で
友
人
も
た

く
さ
ん
で
き
ま
し
た

　

「
バ
レ

ボ

ル
を
通
じ
て
た
く
さ

ん
の
人
と
知
り
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た

郷
土
料
理
を
教
え
て
も
ら

た
り

飲
み
仲
間
が
で
き
た
り（
笑
）
秋
田
で

暮
ら
す
楽
し
み
が
増
え
ま
し
た
ね
」　

　

麗
子
さ
ん
は
現
在

フ

ト
セ
ラ
ピ

ス
ト
の
資
格
を
取
得
し

主
に
足
の
マ

サ

ジ
師
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す

　

「
こ
れ
か
ら
は

こ
の
資
格
を
老
人

ホ

ム
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ

ア
活
動
に

活
か
し

地
域
に
貢
献
し
て
い
き
た
い

と
思

て
い
ま
す
」
と
語
る
麗
子
さ
ん

　

故
郷
を
遠
く
離
れ
た
秋
田
で

い
き

い
き
と
暮
ら
す
毎
日
で
す

　

沖縄本島南部に位置す
る県都で、政治・経済・
文化の中心地。首里台
地から東シナ海に緩や
かに傾斜した平野部を
背景に、古くから港が
整備されるなど、海外
との交流拠点として琉
球文化が花ひらいた街。

沖縄県

東シナ海

太平洋

那覇市

安
ら
ぎ
を
生
む
優
れ
た
感
性

安
ら
ぎ
を
生
む
優
れ
た
感
性

いや

沖縄本島

なご

れ
い　

こ



浅
舞
の
ケ
ヤ
キ

浅
舞
の
ケ
ヤ
キ

【平鹿地域】【平鹿地域】
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県
指
定
天
然
記
念
物

県
指
定
天
然
記
念
物
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「アンケート調査結果報告」「アンケート調査結果報告」

●組織機構の見直し
●農業委員選挙結果
　　　　　　　　ほか

●組織機構の見直し
●農業委員選挙結果
　　　　　　　　ほか
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平
鹿
地
域
浅
舞
地
区

感
恩
講
保
育

園
の
敷
地
に
そ
び
え
立
つ
ケ
ヤ
キ
の
巨

樹

樹
齢
５
０
０
年
を
超
え

「
槻
の

木
」
の
愛
称
で
老
若
男
女
か
ら
親
し
ま

れ
て
い
る
こ
の
木
は

江
戸
時
代
後
期

の
菅
江
真
澄
の
著
書
『
雪
の
出
羽
路
』

に
も
登
場
し

平
鹿
の
シ
ン
ボ
ル
と
な

て
い
ま
す

　

県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
昭

和
43
年
当
時
に
は
幹
囲
８
・
３

樹

高
35

枝
張
り
30

も
あ
り
ま
し
た

が

現
在
は
老
木
の
た
め
樹
高
は
25

ほ
ど

昭
和
63
年
か
ら
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
「
槻
の
木
光
の
フ

ン
タ
ジ

」

で
は

鉄
パ
イ
プ
で
約
40

の
や
ぐ
ら

を
組
み

約
５
千
個
の
電
球
で
飾
ら
れ

往
古
の
高
さ
を
取
り
戻
し
た
巨
大
ツ
リ

に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す

　

平
鹿
地
域
浅
舞
地
区

感
恩
講
保
育

園
の
敷
地
に
そ
び
え
立
つ
ケ
ヤ
キ
の
巨

樹

樹
齢
５
０
０
年
を
超
え

「
槻
の

木
」
の
愛
称
で
老
若
男
女
か
ら
親
し
ま

れ
て
い
る
こ
の
木
は

江
戸
時
代
後
期

の
菅
江
真
澄
の
著
書
『
雪
の
出
羽
路
』

に
も
登
場
し

平
鹿
の
シ
ン
ボ
ル
と
な

て
い
ま
す

　

県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
昭

和
43
年
当
時
に
は
幹
囲
８
・
３

樹

高
35

枝
張
り
30

も
あ
り
ま
し
た

が

現
在
は
老
木
の
た
め
樹
高
は
25

ほ
ど

昭
和
63
年
か
ら
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
「
槻
の
木
光
の
フ

ン
タ
ジ

」

で
は

鉄
パ
イ
プ
で
約
40

の
や
ぐ
ら

を
組
み

約
５
千
個
の
電
球
で
飾
ら
れ

往
古
の
高
さ
を
取
り
戻
し
た
巨
大
ツ
リ

に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す

笑顔で新年度
新年度を迎え、笑顔で元気いっぱいな
ますだ保育園の園児たち

笑顔で新年度笑顔で新年度
新年度を迎え、笑顔で元気いっぱいな
ますだ保育園の園児たち
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